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【１．目指す姿、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

目指す姿 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 8-1 地域の特性を生かした都市づくり

部課名 都市整備部　都市計画課

「地域特性にあわせたまちづくりが進
み、快適な街並みが生まれている」に
ついて肯定的な回答をする区民の割
合【％】

景観法に基づく行為の届出件数【件】

美しい街並みの形成の程度

〇景観や賑わいの向上により、
街を訪れた人が、思わず歩きた
くなるウォーカブルな都市

（１）

〇 多様な主体が集まりイノベーションを生み出す
交流機能や、文化やまちの賑わいを演出する発信
機能、誰もが自由に休憩できる滞留機能など、まち
の快適性が向上する機能を備えた都市空間を公
民連携で創出します。
〇 施設整備などハード面の事業を進める際は、そ
れに関わる防災や観光、子育て、情報などのソフト
面の取組みと行政分野の枠組みを超えて連携する
ことで、住む人や訪れる人の視点に立った効率的・
効果的な都市づくりを推進します。

「地域特性にあわせたまちづくりが進
み、快適な街並みが生まれている」に
ついて肯定的な回答をする区民の割
合【％】

地区計画の区域面積【ha】

区民・事業者・NPO・大学などの連携による
協働の度合い

（２）

〇 歴史や文化といった地域特性や、施設等の資源、良
好な景観、地域固有の課題などを踏まえながら、個性と
魅力があふれる特色ある地域拠点を創出します。
〇 道路の景観舗装化やバリアフリー化、四季の彩りを感
じる植栽の配置等により、各拠点をつなぐ快適な歩行者
ネットワークを整備します。また、民間建物の低層階に賑
わい施設を誘導するなど、歩行者の更なる利便性や快適
性などの向上を図ります。また、まちづくりと連動して、新
駅設置に向け関係機関と協議していきます。
〇 既存の地域公共交通の維持確保を図るとともに、高齢
者や障害者など交通弱者の方々が快適に移動できるよ
う、公共交通を利用しづらいエリアの解消に向けて、新た
なモビリティの導入も含め、区全体の地域公共交通のあ
り方について検討を行います。
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】

【３．計画に掲載する指標の選定】

1

2

新基本計画期間（2025-2029）

実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

６－１－１地域の特性を生か
した市街地の形成

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①

地区計画の区域面積 ha 368.0 368.0 368.0

指標名
単
位

活動指標 ③

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名

成果指標 ②

継続369.0 369.0 369.0 369.0
６－１－１地域の特性を生か
した市街地の形成

活動指標 ④

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①

景観法に基づく行為の届出件数 件 53.0 55.0 55.0 55.0 60.0

６－１－１地域の特性を生か
した市街地の形成

成果指標 ②

「地域特性にあわせたまちづくりが進み、快適な街
並みが生まれている」について肯定的な回答をす
る区民の割合

％ 35.6 36.0 37.0 38.0 39.0 40.0 41.0

６－１－１地域の特性を生か
した市街地の形成

活動指標 ④

活動指標 ③ 60.0 60.0

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
区民意識調査による「地域特性にあわせたまちづくりが進み、快適な街並み
が生まれている」について肯定的な回答をする区民の割合

地域特性に応じた都市づくりの成果を示す指標のため

活動指標 ③ 都市計画図書の区域面積による 地域特性に応じたきめ細やかな都市づくりの推進状況を示す指標であるため 所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
協働のまちづくりに関する区民
意識調査報告書

成果指標 ②

協働のまちづくりに関する区民
意識調査報告書

成果指標 ②

活動指標 ④

活動指標 ③ 届出受付台帳による 地域特性を生かした景観形成の進捗状況を示す客観的な指標のため 所管課データ

活動指標 ④

「地域特性にあわせたまちづくりが進み、快適な街並みが生まれてい
る」について肯定的な回答をする区民の割合【％】

指標種類
取組方針及び

指標番号 選定指標 選定理由

活動指標 （１）ー① 地区計画の区域面積【ha】

各取組方針の進捗状況を図るのにふさわしいと考えられるため。

成果指標（区民意識調査） （２）ー①

区民意識調査による「地域特性にあわせたまちづくりが進み、快適な街並み
が生まれている」について肯定的な回答をする区民の割合

地域特性に応じた都市づくりの成果を示す指標のため

「地域特性にあわせたまちづくりが進み、快適な街
並みが生まれている」について肯定的な回答をす
る区民の割合

％ 35.6 36.0 37.0 38.0 39.0 40.0 41.0

継続

継続

継続
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【１．目指す姿、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

「池袋を中心として、居心地が良く歩
きたくなるまちづくりが進んでいる」と
思う区民の割合【％】

池袋エリアプラットフォームの会員数
【社】

池袋駅からのまちへ流出した歩行者数【人】

エリアマネジメントの団体数【団体】

池袋駅を中心として、様々な機
能（「芸術」、「文化」、「観光」、
「商業」、「業務」、「住宅」、「宿
泊」、「教育」など）が融合し、国
内外の多様な人を呼び込み、
賑わいと活力が生み出されて
いる。

（１）

○ 池袋駅周辺地域では、地区計画の活用や民間
都市再生事業を通じて、様々な都市機能を集積さ
せるとともに歩行者空間の拡幅など多様な空間整
備を促し、芸術・文化の活動・発信拠点の拡充を図
ります。さらに、防災性の強化や潤い豊かなみどり
を増やし、池袋の魅力や価値をさらに向上させま
す。
○  池袋駅の東西を繋ぐ自由通路（デッキ）整備や
環状５の１号線開通を見据えた東口駅前広場の再
編（クルドサック化）の検討、西口での再開発事業を
通じた駅前広場の再整備・歩行者空間の拡充を推
進し、誰もが駅からまちへ、東西のまちからまちへ
快適に行き交うことのできるウォーカブルなまちの
中心として再生していきます。

「池袋周辺で、新宿、渋谷などにない
魅力あるまちづくりが進んでいる」と
思う区民の割合【％】

池袋駅周辺地域再生委員会等の
累計開催数【回】

池袋駅周辺の歩行者数【人】

池袋駅周辺地域の鉄道駅（池袋駅、
東池袋駅）乗降客数【人】

（２）

○グリーン大通りなどの公共空間を活用した社会実
験や、地域拠点の価値を高めるエリアマネジメント
の運営を支援します。
○池袋で活動する多様な主体が協働して進める池
袋エリアプラットフォームとの連携により、目指すべ
き将来像を共有し、その実現を目指すとともに、今
あるソフト・ハードのあらゆるストックを利活用し、池
袋の魅力や価値を発信していきます。

目指す姿 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 ８－２ 池袋駅周辺地域の再生

部課名 都市整備部都市基盤担当課

12



【２．施策の効果を表す代表的な指標】

【３．計画に掲載する指標の選定】

1

2

活動指標 ④

池袋駅周辺地域の鉄道駅（池袋駅、東池袋駅）乗降客数

指標種類
取組方針及び

指標番号 選定指標 選定理由

成果指標（区民意識調査） （１）-①
「池袋周辺で、新宿、渋谷などにない魅力あるまちづくりが進んでいる」
と思う区民の割合

・各取組方針の進捗を図るにふさわしく、施策を最も広く表していると考えられる
ため。

成果指標（区民意識調査以外） （１）-②

エリアマネジメント団体が組成されている数 民間主体によるまちづくりが行われていることを示す指標であるため 所管課データ

活動指標 ④

活動指標 ③ 池袋エリアプラットフォームに入会している企業、団体数
池袋駅周辺で産官学民の連携によるウォーカブルなまちづくりの推進が図られていることを示
す指標であるため

所管課データ

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
区民意識調査での「池袋を中心として、居心地が良く歩きたくなるまちづくりが
進んでいる」という質問について肯定的な回答をした区民の割合

施策に対する区民の印象を把握できる指標であるため

鉄道各社HP

活動指標 ③ 池袋駅周辺地域再生委員会等の累計開催数 区の附属機関による、池袋駅周辺地域におけるまちづくりの検討回数を示す指標であるため 所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
区民意識調査での「池袋周辺で、新宿、渋谷などにない魅力あるまちづくりが
進んでいるか」という質問について肯定的な回答をした区民の割合

施策に対する区民の印象を把握できる指標であるため
協働のまちづくりに関する区民
意識調査

成果指標 ② 池袋駅及び東池袋駅の乗降客数
池袋駅及び東池袋駅の乗降客数を把握できる指標であり、池袋駅周辺地域の賑わいを示す指
標であるため。

協働のまちづくりに関する区民
意識調査

成果指標 ②

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

102 104 105 継続

活動指標 ④

活動指標 ③ 池袋エリアプラットフォームの会員数 社 89 93 96 99

2 3 3

39.0 40.0 継続
6-1-4居心地が良く歩きたく
なる空間づくり

成果指標 ② エリアマネジメントの団体数 団体 2 新規3 4 5

6-1-2池袋副都心の再生

活動指標 ④

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
「池袋を中心として、居心地が良く歩きたくなるま
ちづくりが進んでいる」と思う区民の割合 ％ 34.5 35.0 36.0 37.0 38.0

新規成果指標 ②
池袋駅周辺地域の鉄道駅（池袋駅、東
池袋駅）乗降客数

人 2,350,918 2,390,000

43 45 継続35 40 41 42

2,430,000 2,460,000 2,490,000 2,520,000 2,550,000

50.5 51.0 51.5 52.0 継続 6-1-2池袋副都心の再生

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
「池袋周辺で、新宿、渋谷などにない魅力あ
るまちづくりが進んでいる」と思う区民の割
合

％ 46.7 49.0 50.0

指標名 単位

活動指標 ③
池袋駅周辺地域再生委員会等の累計
開催数

回 24

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

新基本計画期間（2025-2029）
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【１．目指す姿、取組方針と指標の対応関係】

① ⑤

② ⑥

③ ⑦

④ ⑧

定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 8-3 交通安全対策の推進

部課名 都市整備部　土木管理課

交通安全の気運醸成と歩行者
や自転車の道路交通環境の整
備により、すべての区民の命を
守り、快適に生活できるまちと
なっている。

区内の自転車乗用中の交通事故発
生件数【件/年】

地域連携による交通安全運動等の実
施【回/年】

交通事故が少ない（満足度：どちらか
というとそう思う）【％】

安全・安心メール配信、多様な広報
媒体による広報活動の実施【回/年】

（１）

【交通安全の普及啓発と安全・安心な道路交通環
境の整備】

○年間を通じて、地元警察署、地域団体（町会・商
店会等）、学校、鉄道事業者、地元企業と連携協
力し、交通安全の普及啓発に取り組みます。
○子育て世代や高齢者向けの研修会を開催し、
交通ルールの遵守・マナー向上、自転車損害保険
等の加入や高齢者の自動車運転免許の返納を呼
びかけます。
○自転車交通事故で死亡した方の多くは、頭部を
損傷していることから、自転車用ヘルメットの着用
を促すため、全年齢対象の購入補助制度の活用
を呼びかけます。
○来街する外国籍の方などにも、交通ルールやマ
ナーを理解してもらうため、多言語を用いて、冊
子、区ホームページやSNSによる情報発信を行い
ます。
○自転車駐車場は、民間経営的な視点を取り入
れながら、自転車の大型化や電動化に対応し、誰
もが使いやすい施設として整備を進めます。また、
放置自転車の多い地域周辺のビルテナントや店
舗等に協力を促し、自転車の短時間放置を抑制し
ます。
○交通事故や自転車走行空間の情報に基づき、
地域に根差した効率的かつ効果的な交通安全対
策を推進します。

目指す姿 取組方針
定量的評価

地域と連携し進める左記等の諸活動を通じ
て、区は地域情報に直接触れることができ
る。なにより区民が交通安全へ関心を持つ
きっかけとなっている。

交通安全研修会（子育て世代・高齢
者研修会）等への参加人数【人/年】

自転車用ヘルメット補助個数【個/年】

安全・快適に自転車が利用できる（満
足度：どちらかというとそう思う）【％】

交通安全研修会（子育て世代・高齢
者研修会）等の開催回数【回/年】
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】

【３．計画に掲載する指標の選定】

1

2

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

新基本計画期間（2025-2029）

継続
6-5-2
交通安全対策の推進

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
区内の自転車乗用中の交通事故発生件数
【件/年】 件 307 226 300

指標名
単
位

活動指標 ⑤
地域連携による交通安全運動等の実施【回
/年】 回 30

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

24.4 24.6 24.8 25.0 25.2

290 280 270 260

新規成果指標 ②
交通事故が少ない（満足度：どちらかという
とそう思う）【％】 ％ 24.0 24.2

30 30 新規

成果指標 ③
交通安全研修会（子育て世代・高齢者研修
会）等への参加人数【人/年】 人 1,037 1,040 1,045 1,050 1,055 1,060 1,065 新規

30 30

⑦ 自転車用ヘルメット補助個数【個/年】 個 1,071 1,100 1,100 1,100

活動指標 ⑥
安全・安心メール配信、多様な広報媒体に
よる広報活動の実施【回/年】 回 28 32 32 32 32 32 32 新規

30 30

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

44 44 44 44 44 44
交通安全研修会（子育て世代・高齢者研修
会）等の開催回数【回/年】 回 44 新規

6-5-2
交通安全対策の推進

1,100 1,100 1,100 継続
6-5-2
交通安全対策の推進

活動指標 ⑧

活動指標

区民意識調査

活動指標 ⑤ 地域連携による交通安全運動等の実施【回/年】 交通安全啓発における地域連携の具体的な取り組みのため。 所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ① 区内の自転車乗用中の交通事故発生件数 定量的な目標値が設定できるため。 警視庁

成果指標 ② 「交通事故が少ない」について肯定的な回答をする割合【％】 目指すべき方向性が時点によって変化しない指標であるため。

活動指標 ⑥ 安全・安心メール配信、多様な広報媒体による広報活動の実施【回/年】 交通安全啓発における具体的な取り組みのため。 所管課データ

活動指標 ⑦ 自転車用ヘルメット補助個数【個/年】 自転車事故で死亡する人の多くが、頭部致命傷を負うことから頭部損傷の軽減を図るため。 所管課データ

活動指標 ⑧ 交通安全研修会（子育て世代・高齢者研修会）等の開催回数【回/年】 自転車乗車中の交通事故による受傷者が多い層をターゲットとして具体的な取り組みのため。 所管課データ

交通安全研修会（子育て世代・高齢者研修会）等への参加人数【人/
年】

指標種類
取組方針及び

指標番号 選定指標 選定理由

成果指標（区民意識調査以外） （1）-① 区内の自転車乗用中の交通事故発生件数【件/年】 ・各取組方針の進捗を図るにふさわしく、施策を最も広く表していると考えられる
ため。
・両指標を記載することによって、交通安全の視点と、事故時被害を軽減するた
めの取組みを表すことができるため。成果指標（区民意識調査以外） （1）-③

成果指標 ④
安全・快適に自転車が利用できる（満足度：
どちらかというとそう思う）【％】 ％ - - - - - 新規

新基本計画期間からの区民
意識調査項目とする

成果指標 ③ 交通安全研修会（子育て世代・高齢者研修会）等への参加人数【人/年】
交通事故時の被害軽減に向け、研修会の開催を通じて、交通安全啓発と自転車用ヘルメットな
どの補助制度などを直接区民へ紹介できるため。

所管課データ

成果指標 ④ 安全・快適に自転車が利用できる（満足度：どちらかというとそう思う）【％】 目指すべき方向性が時点によって変化しない指標であるため。 区民意識調査
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【１．目指す姿、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

目指す姿 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 8-4 魅力あふれる公園づくりへの挑戦

部課名 都市整備部公園緑地課

豊島区公園緑地課（公式アカウント）
が発信したSNSのフォロワー数

公園活用協定やみどりの協定等を締
結し、公園等で利活用を行う団体数
【団体】

〇公園のリノベーションを進
め、特徴のある公園が多くの区
民に利用されている。

〇近くに好きな公園があり、子
供だけではなく幅広い年齢層
の区民が集って、公園が地域
のコミュニティの拠点になって
いる。

（１）

〇小規模な公園が多い豊島区の特性を逆手にと
り、各公園を憩い・遊び・交流など、機能の役割分
担にメリハリを付け、互いに補完し合える公園づく
りを目指します。
〇子どもから高齢者まで、様々な地域住民の意見
を聞きながら、ボール遊びのできる公園、水や自
然に親しめる公園、遊具のある公園など、特徴の
ある公園にリニューアルします。
〇障害の有無や年齢に関係なく、誰もが安全に、
一緒に楽しむことができる公園を目指します。
〇身近なみどりを自然環境資源として次世代へ引
き継ぎます。

「近くに好きな公園がある」と思う区民
の割合【％】

公園を再整備した箇所数【箇所】

（２）

〇身近な公園を、子育て・地域コミュニティ・憩いの
場など、地域の特性に応じた利活用ができるよう
に地域が一体となって育てます。
〇 地域コミュニティの促進のため公園を活性化し
たいグループと締結する「公園活用協定」や公園
等で花壇の維持管理を行う「みどりの協定」等
で、、公園の利活用を促し、身近な公園への愛着
心を醸成すると共に、地域主体のイベントをバック
アップします。
〇 池袋駅周辺の４つの公園を核として、公民連携
による様々なイベントなどにより、まちの魅力と賑
わいを創出します。
〇地域住民や事業者・学生など、多様な意見を地
域ルールとして反映しながら、地域の人たちが主
体的にコーディネイトできるよう取り組みます。
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】

【３．計画に掲載する指標の選定】

1

2

新基本計画期間（2025-2029）

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

51.5 53.0 54.0 55.0 継続
5-1-1
みどりの活動拠点の創造と
育成

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
「近くに好きな公園がある」と思う区民の
割合

％ 49.1 49.5 50.5

指標名
単
位

活動指標 ③ 公園を再整備した累積箇所数
箇
所

2

成果指標 ②

12 14 新規4 6 8 10 所管課データ

活動指標 ④

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
豊島区公園緑地課（公式アカウント）が
発信したSNSのフォロワー数

人 0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 新規 所管課データ

成果指標 ②

62 64 66 新規 所管課データ

活動指標 ④

活動指標 ③
公園活用協定やみどりの協定等を締結
し、公園等で利活用を行う団体数

団
体

54 56 58 60

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ① 豊島区公園緑地課（公式アカウント）が発信したSNSのフォロワー数
区内各公園で実施される活動やイベントについて、興味をもってもらえる人の数を客観的に把
握できるため。

活動指標 ③ 公園のリノベーション計画にもとづき、再整備した公園の箇所数（累計） リノベーション計画にもとづき、特徴のある公園整備の進捗を示している指標であるため。 所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ① 「近くに好きな公園がある」について、肯定的に思う区民の割合【％】 近くの公園にどれだけ愛着を持っているか端的に表す指標であるため。
協働のまちづくりに関する区民
意識調査

成果指標 ②

所管課データ

成果指標 ②

活動指標 ④

活動指標 ③ 公園活用協定やみどりの協定等を締結し、公園等で利活用を行う団体数 公園等で地域活動を実施する団体を促進しているため。 所管課データ

活動指標 ④

公園活用協定やみどりの協定等を締結し、公園等で利活用を行う団
体数【団体】

指標種類
取組方針及び

指標番号 選定指標 選定理由

成果指標（区民意識調査） （１）－① 「近くに好きな公園がある」と思う区民の割合【％】
・各取り組み方針の進捗を図るに最もふさわしい指標で、施策を的確に表してい
ると考えられるため。

活動指標 （２）－③
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